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四月一日（痂勵二年哩朋一一一舐叩）
（１）
大坂発先月二二日付のウィッヵム君の手紙を受け取った。彼は
材木と釘の用意が出来たこと、材木はつぎの日運賃一○○匁で肥
後の帆船に積永込む予定であることを報じていた。またいくつか
の報告もあったが、不確かなことなので記することもないと思う。
（２）
また私はジ＆ルジテドゥ直イスにもう一通手勢出して砂糖
づけ――、一一一壷を買土蠅牝。残｛吐いた分伽けべて薩摩侯に贈呈し
てしまい、その後主殿様．－一一五郎様・総右術門殿が私の所に、や
はり薩摩侯に贈りたいからと求めて来たためである。この手紙は
（７）
藩主のカフロ、アントニオに託して送った。
四月三日
（８）
薩摩侯は今朝平一Ｐの停泊地から出帆した。主膳殿は商館の庭に
植えるようにと、見事な花木を一本贈ってくれた。
四月四日
（９）
大御所様の銀一七匁を盗んで逃げていた男の妻が、息子や召使
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
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四
月
七
日
主殿様は私の金魚のことを知って所望の使いをよこした。そこ
で彼に贈ったところ、大きな黒犬をくれた。彼は胡椒を少しと丁
（、）
子を少を所望したので、これも送った。胡椒が二斤ほどと丁子少
念である。
四月一○日
（通）
支那甲必丹が私にサイプレス絹のような白い絹の縮一反をくれ
（型）
（西）
（咽）
た。オスタウィック君はそれと同じ様なものをバンタムでニレア
ルで買ったといった。
四
月
二
日
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河へ向うのに出合ったと言った。そのため、中央でいくきが始ま
（邪）
るのではないかと思ったという。ウィッカム君やイートン君も、
何がおこるかわからないので、しのこした仕事をそのままに、平
戸へ戻る用意をしているだろうとも言った。支那甲必丹がお詣り
から一民った。
四月一三日
スペイン人の。〈スクァルが平戸のイギリス人のうちのだれがウ
ィヅヵム君の親類なのかと尋ね、結局オスタウィック君であるこ
とがわかった。ウィッカム君はオスタウィック君に上等の白竜迩
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支那甲必丹が五島の近くのお動｛お詣りに出かけた。弟の華宇 （咽）
の健康回復の祈願のためである。
四月一二日
通訳の細君がジョルジュ・ドゥロイスの手紙と獣脂蝋燭三六本
（、）
を届けて来た。等安が放免しようとしてくれないので、彼女は父
親を自由にしてやることができずに一戻って来た。
（釦）
ニールソン君、オスタウィック君と私はこの日大炊殿の所へ正
餐に出かけ、歓待された。一同は特に、オランダ人が我をより先
（皿）
に薩摩侯の御前に出るような僧越なまねをしたこと、それについ
（羽）
て私がキャプテン・スペックスを難じたことなどを話題にした。
しかし一同はこれをどちらかといえばオランダ人に対する非難と
（羽）
受け取った。英国国王がオランダの主要な城に守備丘〈を配置して
いるからで、オランダ人はこれを否定することはできない。
今日江戸から二人のスペイン人が来て、大御所様が死去したと
（型）
いううわさが中央ではもっぱらで、肥一別侯が大部隊をひきいて駿
六
四
香を二斤半、一斤一貫目で売却したという証文を送り、オスタウ
ィヅク君に支払い金を受け取るように指示したのである。彼はま
た当地で会社用に私に一一○○匁で売るのを拒否し、もう一斤同様
（邪）
（訂）
の品をパゾタムのキャプテン・ジャーデンヘ、キャプテン・コピ
ンドールに託して送った。以前にももっと高値に売ろうとして、
ひそかに他の人々にも話を持ちかけたが断わられたのである。そ
のような訳で今や私は、彼が上等の竜延香四、五斤をくすねて琉
球から印度へ渡ろうと計画し、そのために日本船かオランダ船で
（肥）
ただちにパターかパンタムヘ出発しようとしたのだという私の想
像は誤っていないと思うのである。しかし私が何でも彼の望承通
りに利用させたことを考えれば、私が彼と協調的だったかどうか
については、彼や世間の判断にまつばかりである。しかもその上
に私は、彼が利益をあげるようにと一五○レアルを貸し、私自身
も自分の持分から同額を友人として、必要があれば与えようとし
た。しかし彼は私が渡した金を返し、前述のようにすべて自分の
金を使った。
キャプテン・スペックスが来たので、彼が出しゃばって私より
先に薩摩侯の御前に出たのにはびっくりしたと一一一一一口言ってやっ
た。彼の答は、自分にはそうしてはならない理由がわからない、
（”）
自分はこの地方ではオランダの君主と国士とを、英国のそれ以上
とは思わないにしても同等と思っている、ということだった。
支那甲必丹が大勢の日本人と共に夕食を取るよう仁とニールソ
ン君、オスタウィック君、それに私を招待してくれた。
四
月
一
四
日
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私は大坂発三月二四日付のイートン君の手紙が、肥前の船で材
木と共に送られて来たのを受け取った。
（弧）
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そ
の
あ
と
売
っ
て
ほ
し
い
と
言われたので、私は彼にイギリスのナイフ二丁とオランダのチー
ズ四分の一を届けた。
四月一五日
上方の坊さんすなわち異教の僧侶が白い花の咲く木を贈ってく
れた。四月一六日
倉庫の軒端をおおうため薩摩の板材を四○○枚買わせに長崎に
船をやった。
近所の人たちが作ってくれた北側の新らしい塀はがたがただっ
たが、この日またこわれた、と言うよりくずれ落ちた。
四月一七日
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
大炊殿の息子が、大御所様が平戸侯に帰国を許し、この一○日
の
う
ち
に
こ
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す
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だ
ろ
う
と
思
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、
と
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ら
せ
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も
たらした。
（皿）
（犯）
同じころ唐津侯の家来が私を訪ねて来て、大御所様が鷹狩りに
行く途中落馬したことから重病になり、だれも話をすることが出
来ないらしいといううわさがあるのを知らせてくれた。しかしな
（
鍋
）
（
鍵
）
がら将軍様は博多侯と肥前侯には帰国を許し、他の大名すべてに
は許しが出るまでとどまるように命じたそうだ。
夜になるころ一人の侍が伝言をよこし、大御所様が存命である
ことは確かで、彼が死去したといううわさを封じるために、平戸
侯と他の二大名にだけお話しがあったが、健康が決してすぐれて
はいないことだけは諸侯にもわかったそうだと伝えてくれた。
四月一八日
瓦六六○枚、三六○枚は倉庫の塀用に、一一一○○枚は屋根瓦用に
受け取った。
ジョルジュ・ドゥロイスから手紙をもう一通、長崎発新暦四月
二四日付で受け取った。彼は薩摩侯が大坂で城塞を建造中で、福
（妬）
島大夫が一しょだといううわさがあると書いていた。
（妬）
また総右衛門殿は、平一Ｐ侯の分として持って行った白天竺木綿
が売れなかった次第を手紙に書いて来た。それで私にまた引きと
ってもらいたいというのである。私は、それらの売却については
本国の本社にもバンタムの支社にも知らせたので、それは出来か
ねると返事した。
（ｗ）
権之助殿から鹿の腰肉二本を贈られた。助太夫からヨヘン質と
六五
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称する円柱三四本を受領した。助右衛門殿が長崎から来て金平糖
と軽焼ビスケットを承やげにくれた。
四月一九日
船番衆が二人私の所に来た。そこで特に、キャプテン・スペッ
クスが私より先に薩摩侯の御前に挨拶に出たことと、私がそれを
非難したことについて話した。彼らは私の言いぶんがもっとも
で、今までそのことを知らなかったと言った。
四月二○日
（詔）
イートン君が、メキシコから来た船の按針のスペイン人を連れ
（羽）
て大坂から到着した。彼はウィッカム君の都発今月四日と六日付
の二通の手紙を届けてくれた。ウィッカム君は仕事のことと彼の
女を蕊粗末に扱ったことについて何やら不機嫌に書いてよこし
（虹）
たが、これは事実ではない。またリチャード・ハドソンから一通、
（蝿）
他に二通、キャプテン・アダムズの息子からの一通と、綱ど力腿
の定宿の主人たちからの一通も受け取った。都の定宿の主人はし
ろめの鉢二個、大坂の定宿の主人はしろめの椀一○個を贈り物と
して送ってくれた。
助太夫殿から次の材木を受け取った。
長さ二間の松貫
七
九
本
長さ二間の柵貫
二○本
二間半の円柱（根太木）
四五本
ニールソン君は藩主のカフロのアントーーオとかんノーになって
けんかし、私の目の前で彼をなぐった。
四月二一日
一ハーハ
私は銀と金めっきとで一一重に作った塩入れの一三レアル八分の
一のものを、同量のスペイン貨で買った。
四月二二日
（妬）
マティンガの古い金指輪五個を新しくこしらえるため金細工師
に渡した。
イートン君は私に日本の杯五個、椀四個、日本の皿八枚、杯洗
一個をくれた。
四月二三日
助太夫殿から次の木材を受け取った。
賞すなわち横木
二九七本
八尺すなわち円柱
一七本
一インチの板、すなわち八尺の一寸賃
七
○
本
二間の角すなわち角材
三○本
家屋用の瓦を舟一隻分七○○枚受け取った。さらにもう一隻分
七○○枚、うち家屋用四五○枚、倉庫用平瓦二五○枚、を受け取
った。四月二四日
大工の差掛けの小屋を作るため、小さい円柱四○本を二匁で賀
（“）
った。トメー殿は苫二○枚を貸してくれた。支那甲必丹も大工の
小屋をおおう小さい藤を六束貸してくれた。他に一一人の人からゴ
レサノを通じて苫四○枚を買った。
四月二五日
左兵衛殿から二○枚一匁で苫二○○枚を借りた。
四
月
二
六
日
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私は平戸侯肥前様に挨拶状を出し、無事に駿河に到着され、大
御所様に歓待されたことを聞いて喜びにたえない、もし当地に英
国から船が来たり、シャムからジャンクが来航した場合には、そ
の旨お知らせする、と書いた。この手紙は大炊殿の便に託して送
った。通訳の。コレサノと、彼が私のために支払ってくれた金の計算を
した。マティンガの湯わかしあるいは釜
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（鍋）
ジェフリーの着物の詰め綿
一匁五分
門番カルネイロの靴一足
三匁
自分用の釣り糸
一匁
盲法師へ
一匁
古帽子二個の手入れ代
四匁
自分用の日傘一本
二匁
ドミヱコヘ刀一本
八
匁
計六○匁八分五厘
四月二八日
水門用の角材三本、橋に使う厚板一枚、重宝な小さい引き物七
本を受け取った。
四月二九日
与助が立て替えてくれた金の計算をした。
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
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樽を運んだ者へ
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四月三○日
ウィッカム君は、平戸侯の家臣に広巾罹紗二五間を渡したとい
（蛆）
う手紙をくれた。また秀頼様がまだ存命であるとか、戦争のあと
で人身売買のかどで二○○人の日本人が大坂で死刑にされたと
（釦）
か、大御所様の孫の三河守様が一○○貧目すなわち銀一一五○○ポ
ンドで歌舞伎役者を買ったとかいう、あてにならないうわさがあ
ることも書いて来た。
五月二日（航剛二年寵朋一一一北叩）
今日商館の北側の根太を上げた。
（皿）
ザンザバーつまり安右衛門殿はこの日我を一同を正餐に招いて
親切にもてなしてくれた。
五月三日
二隻の舟で四六○○枚の瓦を受け取った。うち五○枚は倉庫の
塀用である。
五月四日
石を積んだ舟一隻を引き取った。クシュクロン殿から。
五月五日（砲）
長崎の等安殿の息子が、彼らが呼ぶところの一員砂、我戈のいう
フォーモサの島を手に入れるため、一三隻の船に兵を入れて出帆
した。彼は五島にとどまって都からの援軍を待っているそうで、
彼ら鋒鰄様を捜しに琉球へ行くものと思われている。
六七
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
二
十
三
号
（鰹）
（虎）
新らしい門番のペドロと朝鮮人通訳ミゲルがイエズス会士に一層
わ
れ
て
い
る
日
本
人
の
下
僕
を
英
国
商
館
で
雇
お
う
と
は
か
っ
た
の
で
、
私
はそれをことわった。しかし。ヘドロはその男を一晩商館に泊めた
ので、ゴレサノが私にそれを知らせたところ、二人とも腹を立て
てゴレサノを殺すとおどかした。それで私はペドロを戸外へ追い
出した。いつものように酔っぱらったミゲルは腹を立てて、私に
はそうする理由はないはずだと言って口論になったので、私は彼
も仲間を連れて行くようにと戸外へ追い出した。
五月八日
私はオスタウィック君に丁銀一貫目を渡した。うち五○○匁を
（、）
彼は雪ノ浦へ材木を買い付けに行くイートソ君に手渡した。助太
夫殿が我含をだましているからである。
材
木
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四本
円
材
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五月一○日
トメー殿とクシュクロソ殿から庭の敷石用に平石を船二分隻手
に入れた。
五月一四日
内膳正殿から野猪の肉半頭分を贈られた。
五月一五日
六八
私はイートン君、支那甲必丹、ジョルジュ・ドゥロイスに手紙
を出し、イートソ君には買っただけの材木を運び、それ以上は買
わないように、石灰を三、四○○袋運ぶようにと指示した。これ
らの手紙は台所の下動きスヶョに送らせた。
五月一六日
平戸侯の古い借金な全額丁銀三賃五○○匁を大炊殿から受け取
った。その他にこの前の分が三○賃未払いである。つまり今支払
われた三賃五○○匁の上に平戸侯は一一一○貫目の借金があるわけで
ある研一」の三賞五○○匁はオスタゥィック君が受け取った。
イートン君が肥前の日本人とけんかし、その男はイートン君を
殺そうと図って暴行して杖で打ち倒した。自分の方がイートン君
より材木を高値で買ったことの恨承からである。しかしイートン
（閉）
君は自己防衛のため相手に相当の傷を与えた。しかし大村の人々
はイートン君に味方した。さもないと肥前の連中はイートン君を
殺しかねなかったからである。それで彼私が人を迎えに行かすま
で大村の人々に守ってもらって警戒しているのである。
支那甲必丹が長崎から戻り、イートン君が肥後の連中にひどい
目に合わされた次第を語り、彼が生命を全うして逃れたのは驚く
べきことだと言った。そこで彼の言に従って、私はイートン君の
許へ手紙を送るために四丁櫓の船を出し、また同時にもう一通雪
ノ浦の代官の許へ日本語で、書記、すなわちイートン君に暴行が
加えられないように注意されたく、明日彼の主君である大村侯の
許へイートン君を自由にして私の許へ返して下さるように手紙を
書くつもりであり、ついては我灸には大御所様から与えられた特
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権があって、平戸侯の家臣ならそれを証明することが出来るか
ら、その件についてニールソン君を彼に同行させて明朝行っても
（”）
らうつもりである、と書いた。そして唐津の重丘〈衛殿に大村侯へ
前述の旨の手紙を書いてもらった。
支那必甲丹の弟のキャプテン・華宇が刺繍入りの寝台の垂れ幕
を送ってくれた。
五月一七日
藩主への手紙を持たせてニールソン君を大村へやった。彼は丁
銀五○○匁と小粒一○○匁を持って行った。
支那甲必丹は紋章と鬼瓦一一枚とに捺すための金箔を貸してくれ
た。
五月一八日
肥後の連中とイートン君との争いについて大村から一人の男が
来て、例の男が死ぬのではないかと思って連中がいきり立ってい
ると語った。
五月一九日
（印）
ここから三里の早岐からニールソン君の手紙を受け取った。彼
は逆風のためにそこにとどまっていたが、今朝夜明け前にそこを
出発した。イートン君の許へ手紙を持せてやった小船が戻り、彼
が傷を負わせた相手は生命に別条ないと伝えた。しかし大村の入
念は誰も彼に話をするのを許さず、私の手紙を運んだ男に対して
も、贈り物を持って彼の所へ長搬帥ら来たスペイン人に対しても
同様であったという。これは老藩主の気難かしい性格によるもの
と思われる。イートン君はキリスト教徒だが、老藩主はイエズス
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
会士への僧しゑのためにその不倶戴天の敵となっていたからであ
る。
（砲）
我々が寝たあとで、藩主の弟の主殿様が使者をよこし、肥後藩
主の許へ早便を出すつもりだが、私が手紙を書くなら届けさせよ
うと伝えて来た。私はこれに対して大村で何が起ったか、事の
真相がイートン君と彼の所へ行ったニールソン君が帰って来て判
明するまでは、肥後にどう手紙を書いたらよいかわからない、と
返事した。
五月二○日
私は総右衛門殿の所へ行き、大村の人灸が書記、つまりウィリ
アム・イートン君と話すことを誰に、屯許さず、金を出しても食料
を与えないなど、きびしい取り扱いをしているのには驚いたと述
べた。彼はそれに答えて、大村の人々は彼によかれと思ってその
ようにして見張りをつげているので、それは一五○人を越す肥後
の人間がイートン君を殺すといきまいているせいであり、また雪
ノ浦は小さな町、というか村なので、最悪の事態になるのを恐れ
てそのように見張りをつけているのである、とはいえイートン君
に食料を満足に与えないというのはおかしいことだが、それは悪
意からではなくその土地に食物が乏しいからで、もし番衆がニー
ルソン君と一緒に到着したら、イートン君はただちに自由なるだ
ろう、それについては安心していてもいいだろう、そしてその間
はがまんしていてもらいたい、自分たちの手数はあなた方英国人
たちよりずっと多いのだから、と言った。また総右衛門殿は、詞も
し私がイートン君かニールソン君に手紙を書くなら、今日大村へ
六九
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早便で人をやって届けさせようと言ってくれた。私はそこで両人
に手紙を書き、平戸から藩主の弟がわざわざつかわしてくれた男
に託して送った。
今日我々の平戸の商館の南側を起工した。
五月二一日
私
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
に
手
紙
を
書
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
通、大村領雪ノ浦でのイートン君の難儀を彼に知らせるため、ス
ヶョに託して送ろうと思っていたところが、逆風のため今まで手
許においてあった手紙を同封して、豊後様の下僕に託して送っ
た。そののち二隻の船で瓦一四○○枚を受け取った。また石を積ん
だ船三隻を迎えた。一隻はトメー殿、一隻はクシュクロン殿、一
隻は新右衛門殿からである。支那甲必丹から藤三五束を手に入れ
た。夕方、大村湾発今月二○日付のニールソン君の手紙が、一緒に
行
っ
た
番
衆
の
手
で
し
た
ら
さ
れ
た
。
番
衆
は
今
旦
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
村の人灸は挨拶の文句をたくさん彼に言付けて来たが、肥後の殿
様に事の次第を報告するまではイートン君を自由にはしないと決
めたそうだ。
ニールソン君は、大村の人灸がイートン君に不自由させている
と
知
っ
て
、
雪
ノ
浦
の
彼
の
と
こ
ろ
へ
当
面
必
要
な
も
の
を
届
け
に
出
か
け
た。召使頭の与助が病気になり、家へ帰って治療を受ける許可を願
い出た。
七
○
五月二一一一日
通訳ミゲルが大変体の具合が悪いので療養したいと願い出た。
五月二四日
我犬の得た急報によると、オジアンダー号とオランダ船がマカ
オのポルトガル大船に出合い、琉球沖で戦いになり、船から逃げ
出して上陸した数人が薩摩経由で長崎に戻ってこの知らせをもた
らしたが、船が無事逃れたどうか、戦闘の結果は知らないとい
う。この次第をジョルジュ・ドゥロイスに手紙に書き、スヶョか
そ
の
カ
フ
ロ
に
託
し
て
知
ら
せ
た
。
だ
が
、
私
は
例
の
ご
と
き
日
本
に
あ
り
がちな虚報ではないかと思う。英国のことわざに従えば、うます
ぎ
る
話
で
う
た
が
わ
し
い
と
思
う
の
だ
が
、
｜
方
他
の
こ
と
わ
ざ
に
従
っ
て、町にはより悪い知らせが決して来ないように希望したい。
通訳ミゲルの細君が来て漬物の小壺一つを糸やげにくれ、こ
の忙しい時に亭主が療治のため休んでしまってすまないと述べ
た。私が就寝したあとで総右衛門殿のところから使者が来て、雪ノ
浦から入った知らせについて翻訳を一人よこしてほしいと言っ
た
。
そ
こ
で
私
が
自
分
で
彼
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
が
言
う
に
は、肥後藩主は大村に手紙をやり、たとえ英国人が肥後の人間を
殺害したとしても、報復の意志はない、ただ英国人と一緒にいた
平
戸
の
人
間
の
う
ち
何
人
か
が
、
こ
の
争
い
が
大
き
く
な
る
の
に
ま
ぎ
れ
て
何かを盗んだと聞いている、と知らせたそうだ。これが彼が私を
呼んだ用件であり、明日この件に関して雪ノ浦へ急いで人をやろ
う
と
し
て
い
る
由
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
へ
の
手
紙
を
と
Hosei University Repository
ど
け
て
も
ら
え
ま
い
か
と
頼
ん
だ
。
五月二五日
ニールソン君は雪ノ浦から帰って来た。しかしイートン君は肥
後から番衆が戻るまであとに残ることになった。
（田）
先夜イートン君が傷つけた男が死亡した。それで彼らはイート
ン君のボーイのコー・ジョンを呼び出して、その首を切り落した。
騒
ぎ
の
も
と
は
彼
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
同
様
の
こ
と
を
ス
キ
ー
トにもしようとした。彼らがイートン君に暴行した時にイートン
君の味方をしたからである。彼の通訳トメーにも同様にしようと
（“）
した。すべては一ファージングの値打ちもないわらいも一本のよ
うなことから起ったことである。
ニールソン君を通じて、イートソ君からの今月二一一一、二四日付
の手紙を三通と伝票を一通受け取った。伝票は彼の買い付けた木
材、板、石灰についてである。
一○○本一三○匁の角材一一五○本
三二五匁
一匁三本の丸木一○○本
三一一一匁
一匁五本の賞二五○本
五○匁
門柱四本
四三匁
雪ノ浦で番衆に支払った右の勘定
四五一匁
石灰四○○袋、三分五厘づつ
一四○匁
一匁七本の板八○○板
二
四
匁
計
七
○
五
匁
彼
は
ま
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
ゥ
ロ
イ
ス
か
ら
長
崎
で
獣
脂
蝋
燭
一
○
○
本
を
受
け
取
っ
た
と
書
い
て
来
た
。
う
ち
二
三
本
は
イ
ー
ト
ン
君
が
牢
中
で
使
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
用
し
、
五
本
は
ニ
ー
ル
ソ
ン
君
が
道
中
で
使
用
し
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
ニ
ー
ルソン君は平戸へ七二本持って来た。
五月二九日
ニールソン君、オスタウィック君と、もし肥後から番衆が一戻っ
て約束通りイートン君が自由にされたら、イートン君を運ぶ船を
用意して、ニールソン君を彼のもとへ行かせるのが最上の策かど
う
か
相
談
し
た
。
そ
の
よ
う
に
結
論
が
出
た
が
、
ゴ
レ
サ
ノ
を
商
館
で
使
う
重
要
な
用
件
が
あ
る
の
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
使っている通訳を一人借りたい旨許可を求めたところ、聞き入れ
て
く
れ
た
。
し
か
し
一
行
の
出
発
用
意
が
出
来
た
時
に
、
一
人
の
日
本
人
が
来てオランダ通訳の耳に何かささやいた。すると急に彼は我戈の
し
よ
う
と
す
る
事
柄
に
か
か
わ
り
合
い
た
く
な
い
と
言
い
出
し
た
。
そ
れ
で
私はやむなく再びゴレサノを、ニールソン君と、藩主の弟主殿様
が私の要請によって随行させてくれる藩主の侍の一人に付添って
行かせねばならなくなった。ニールソン君の処置に関する要点は
今日付の覚書に見える通りで、写しは私が保管している。ニール
ソン君に託してイートン君に手紙を書いた。
長崎発七月五日付のジョルジュ・ドゥロイスからの手紙を受け
った。それによると、英国船とマカオ船が出合ったというのは偽
報で、大船が二頭の馬とその飼料、及び世話する人間四、五人を
乗せた小船を引いていただけのことだったそうだが、荒天のため
大船から切り離されて薩摩の海岸に漂着し、途中船が沈むなど様
々の危険にあって、四人が材木につかまって五日間食物も飲料も
な
し
に
生
き
残
っ
た
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
最
初
は
八
人
材
木
に
つ
か
ま
っ
て
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いたが、琉球に上陸する以前に四人死んだのである。
五月三○日
唐津の重兵衛殿は新しい大麦五俵、一俵小升五一杯入りのもの
を、麦芽にするために我交が別のを手に入れられるまで貸してく
れた。五月三一日
いたんだするめ一○束を出入りの魚屋に七八匁で売った。これ
で魚を獲り、商館へ入れて支払いにかえるのである。このするめ
は我々のジャンクのシャムへの初旅のために購入したのだが、船
旅が失敗したため、帰るべき所へ帰ることになったわけである。
注（１）三・戸冨日洩○冨己英商館員、近畿地方で勤務。
（２）□貝・】の》］・愚の長崎在住の商人。
（３）島津家久（天正四ｌ寛永一五）第二回注七二参照。
（４）松浦半左衛門（源四郎）信辰、主殿。久信の三男、寛永一
五没、四二才。
（５）松浦三五郎信正、松浦鎮信の子。第二回汪一九参照。
（６）南総右衛門、側用人か、松澗鎮信の女を妻とし、同じく末
子三四郎を養子としている。
（７）８可。ポルトガル語のニグロの意味から、さらに転じて奴
隷をも意味する。
（８）主膳については第二回注六四・一○一参照。
（９）徳川家康（天文二ｌ元和二年四月一七日）、慶長一○年
四月に秀忠に譲位し大御所と称した。
七二
（、）シロョのＰ亘三のシナ人商人（泉州出身で甲必丹）。
（ｕ）旨豊８目付と仮称。
金
）
桃
金
嬢
科
の
常
緑
樹
、
モ
ル
ッ
カ
島
原
産
、
蕾
を
乾
し
て
薬
用
と
し、果実から油も採取する。
（過）緯糸にやや強い撚糸を用いて織り、後に練ってしわをよせ
て縮ませた。
（必）○の庁閂菖○丙》］・唇ロ英商館員。
（咽）国自国日インドネシア、ジャワ島西部の都市、また国名。
（狙）スペイン語国の貨幣単位。銀貨凰巳・命の］いぼは約四シリ
ング六ペンス。肯巨のⅡ桴冨の。Ⅱ⑭尚
（Ⅳ）福江島（福江市）西北部の大円川川口近くの鳩祖廟。王直
も信仰したと伝承する。
（肥）朱印船貿易家、一六二○年平戸で没す。
（、）村山等安、長崎代官、元和五年一族とともに処刑される。
（、）ｚ８］の。Ｐ三一］言日英商館員。
（、）一六一六年三月二九日の記事参照。
（翠）の□の○門》］Ｐｏ旨のの初代オランダ商館長。
（”）英国はオランダの要請で一五八五年からレスター伯を司令
官とする救援軍を派逝、主要な砦の占有と行政院にも代表
者を入れている。
（型）鍋島直茂（天文七Ｉ元和四）、肥前藩主。
（躯）因目・Ｐ二〕］言日英商館員、江戸・大坂で勤務。
（妬）］自己のＰ］・言バンタムの英商館長。第一回注一一一一一参
昭６
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（酌）○・℃目ｇ］］》宛巴目英船○の崗己日号（前年九月四日来
日、今年二月二七日離日）の指揮官。
（肥）句自国ロ旨現タイ国南西部、マライ半島東岸、当時女王国
で、英・蘭両国の商館あり。
（”）の曰くの三・農冒オランダ統領と陸海軍司令官（一五六七
’一六二五、在位一五八七’一六一一五）。
（
釦
）
ブ
ア
ヌ
コ
未
詳
。
シ
セ
ロ
ししるか。
タ
カ
ヌ
カ
未
詳
。
（虹）寺沢志摩守広高または正成（永禄六Ｉ寛永一○）。
（躯）徳川家康が元和二年正月二一日駿州田中で放鷹し、その夜
鯛の油掲げを過食して俄に発病したことの誤報。
（鍋）徳川秀忠（天正七ｌ寛永九）慶長一○年将軍宣下。
（弘）黒田長政（永縁－－１元和九）関ヶ原役後筑前一国を受
領。
（笏）福島正則（永禄四ｌ寛永ご広島藩主。
（妬）松浦肥前守隆信（天正一九ｌ寛永一四）。久信の長子（母
大村純忠の女）、宗陽公。
（
師
）
ヨ
ヘ
ン
賞
質
の
一
種
か
、
未
詳
。
（
犯
）
「
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
」
岩
生
成
一
訳
異
国
叢
書
駿
南
社
昭
和
四
年
刊
（
雄
松
堂
昭
和
四
一
年
復
刊
）
、
以
下
「
慶
元
」
と
略
称。一○一一一（五七二頁）の、京都のウィッカムから平戸の
コックス宛の書翰に「子は浦川に碇泊中のイス．ハーーアの大
船のイス。ハニア人水先案内に、八百匁許の商品を売りたる
「リチャード・コックス日記」試訳（三）（武田・森）
が
」
、
同
二
○
（
五
九
五
頁
）
「
イ
ス
．
〈
ニ
ァ
水
先
案
内
ロ
レ
ン
ソ・ヴアスヶ㈲日の目わ。ぐゅのＰ巨の」の記事あり、同一人物
であろう。
同船は徳川家康がメキシコ貿易を希望した国書を発した
のに対する返書持参の使節のもので、一六一五年八月一五
日（元和元年閏六月二一日）に浦賀に到着、翌年九月末に
出港。
（羽）「慶元」一○二（四月五日付）、一○三（同七日付）のこと
か。同一○五（五七七頁）に「本月五日及七日附の予の前
輪を貴下は既に受取りたりと信ず」とあるので誤記か。
（一○五百日四○窪８．言〕のＣの〕］目の○口の宛の８己の》弓．○・・
口○・心四）
（釦）おまん、「慶元」一○二（五六六頁）「子が貴下の婦人及び
彼女の夫の保護に託したる可憐なる孤児に対し、貴下が頗
る猛烈なる不快の感を起せしには少なからず吃驚せり」の
こと、更に「慶元」九六（五○七頁）、「日記」今年三月一
○’一二日に関連記事あり。
（虹）国己の。Ｐ四・冨己平戸英商館の雇人か。
（⑫）］・の①旨三浦安針には一男一女あり、父の没後に朱印状の
交付を受け、貿易に従事した。
（蛆）都の定宿、伊丹屋助五郎。
（坐）大坂の定宿、平野屋一郎別名九右衛門、またはあまのや九
郎右衛門。大阪市東区平野町に居住。「慶元」二○（五
九六頁）参照。
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（妬）言呉旨恩コックスの日本人妻か。
（妬）キリシタンの一瀬とめいか。松田毅一「近世初期日本関係
南蛮史料の研究」風間書房昭和四二刊、一○九○頁『イ
エズス会士コーロス徴収文書」第三文書に署名あり。
（灯）□・日旨唱商館の使用人。
（蛆）］の【可図前注に同じ。
（蛆）「慶元」一○五（五七七’五八○頁）京都発四月一三日付。
（別）松平忠直（文禄四ｌ慶安三）結城秀康の長子、越前で六七
万
石
を
領
し
た
が
、
大
坂
の
陣
後
に
加
増
な
く
、
不
満
の
た
め
乱
行
を重ね、元和九年豊後荻原に配流、剃髪して一伯と称し
た。
（団）第二回注一八参照。
（、）村山等安の台湾征伐。元和元年九月九日に朱印状受領。
「日記」前年一○月三○日にも記事あり。
（記）豊臣秀頼。元和元年五月八日大坂城で死亡。薩摩亡命の噂
が当時もっぱらであった。
（里）「日記」三月二九日に雇入れの記事あり。
（弱）イエズス会はイス。ハニア人貴族イグナチウス・デ・ロョラ
等七人で結団した修道会。一五四○年九月法皇。〈ウロ三世
が公認、東洋伝道に力を注ぎ、ザビエルもその一人で、一
五四九年に来日、日本伝道の端緒であたつ。
（記）長崎県西彼杵郡大瀬戸町。
（師）「大日本史料」一二編二六にイートンのニールソン宛書翰
（五月二二日付）に詳細な記事あり（東邦に在る使傭人よ
七
四
り東印度商会に贈りし書翰一一一六二号。○口］の己自・命の訂奇の
酉掃３ｚ・・巨忌）。
また、イートン発、ウィッカム宛の書翰もある（○巳のｐ－
ｇＨａの庁目のｂＰｂの肘のｚ・・巨器・回目・ロ㎡』①尊のＨ８二】・丙
盲目目冨旨丙Ｐ］目の闇．桿臼①》出胃且Ｐ）。
（記）大村藩、肥前国彼杵郡二万八千石。藩主大村純頼（文禄元
ｌ元和五）、松浦隆信の室の兄。
（弱）寺沢家中分限並古文書之写（「松浦叢書」巻一昭和九年
刊所収）に、今井重兵衛（三百石天草にて討死）、また町
奉行今井十右衛門宛藩主よりの文書がある。
（帥）佐世保市早岐町、平戸藩領。
（、）大村嘉前、新八郎丹後守（永禄一二ｌ元和二）、元和元年
五月に隠居、父純忠は切支丹大名として著名。
（鑓）加藤忠広（慶長三Ｉ承応二）。
（㈹）注五○イートン書翰に詳細。
（“）英国の最低貨幣、四分の一ペーーイ。
付記本稿作成は前回に引き続き岩生成一教授のご指導のもとに行
なった。原本は村上本である。
また本稿も、郷士史関係は楢崎豊市猶興館高校教諭、語学面
では藤島昌平工学院大学教授のご教示をいただいた。
なお、前稿及び本稿は「近世初期の日欧交渉史の研究ｌ特に
平戸を中心として」の研究課題で、岩生教授・森が、昭和四四
年度法政大学特別研究助成金を受けて行なっている研究の一環
である。
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